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５．制御方法

  １）自動運転

自動制御装置の「自動・試験」スイッチにて自動モードにすると、タイムチャート通りの動作を自動的に行います。

　２）試験運転

自動制御装置の「自動・試験」スイッチにて試験モードにすると、各操作（始動・停止・負荷切替）を手動にて行う

ことができます。

  ３）保守運転

1週間又は2週間毎に3分間、任意の時刻に自動的に無負荷運転を行い、発電設備の自己診断を行うことがで

きます。

　４）保安装置

本装置には保安装置が設けてあり、異常があった場合には直ちにエンジン停止、電源遮断等の動作を行い、

本機及び負荷を保護すると共に、故障表示灯の点灯及び警報を発します。

  ５）充電器

自動充電方式で、蓄電池を安定な状態に維持します。

６．発電機性能

・ ：定格電流の150％にて30秒間

・ ：無負荷で定格回転速度の120％にて2分間

・ ：無負荷定格電圧において10％以内

・ ：定格力率において定格電圧の±2.5％以内

・ ：定格周波数で無負荷運転中、定格電圧で定格電流の100％（力率0.4以下）に相

  当する負荷（100％インピーダンス）を突然加えた時－30％以内とし、2秒以内に

  最終定常電圧の-3％以内に復帰

・ ：逆相分電流15％の不平衡負荷に耐える

・ ：JIS-C4034-1,5,6「回転電気機械」及びJEM-1354「エンジン駆動陸用同期発電

  機」による規定以下

・ ：無負荷時定格電圧に対して±5％以上

７．ディーゼル機関性能

・ ：整定…定格負荷時5％以内

  瞬時…負荷投入及び遮断時10％以内、整定回転速度に復帰する時間は8秒以内

・ ：発電機直結状態で定格回転速度の110％にて1分間
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